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要旨： 本研究は、幼小接続における「学びの接続」を、活動内容ではなく学

習構造（学習プロセス）の変化として捉え直したものである。TEA 分析

の結果、幼児教育の総合的な「遊び」を、自己の枠組みで対象を解釈す

る探索及び同化中心の構造と規定し、そこから他者の視点やルールを取

り入れ枠組みを更新する調節中心の「授業」へと移行するプロセスを解

明した。 

遊びから授業への架け橋となるのは、教師やクラスメイト、教材とい

った「媒介」の存在である。学習者が自ら生成した意味的目標に対し、

適切な媒介が作用することで知的な調節が促され、より高度な同化（熟

達）へと至る。この構造的転換を意識した指導こそが、資質・能力を育

む円滑な接続を実現することを明らかにした。 
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現行の小学校学習指導要領が2017年に改訂され、「コンテンツ・ベイス」から「コンピテンシー・ベイス」へ

と学力観が大きく転換した。この学力観の変容は小学校のみならず、幼稚園教育要領や保育所保育指針などを含

む幼児教育から高等学校教育に至るまで一貫して適用されており、資質・能力という共通の枠組みで教育課程を

整理することが求められている。こうした背景から、学校段階間の接続、特に幼児教育と小学校教育の円滑な接

続は、現代の教育政策及び実践において重要な課題となっている。「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の共

有やスタートカリキュラムの編成と実施など制度上の枠組みを整えたものの、実際の現場では幼児教育における

遊びを通じた学びが、小学校の教科等での学びにどのように質的に移行していくのかという具体的なプロセスに

ついての理論的・実践的研究がいまだ不十分である。その結果、指導法の曖昧さや学びの転換プロセスの不明瞭

さが現場の戸惑いを生み、理想ばかりが先行し、現実とのギャップが課題として浮き彫りになっている。 

歴史的に見れば、幼小接続へのアプローチは学校体系の改革と小1プロブレムの予防という２つの流れで進ん

できた 。1990年代後半に顕在化した小1プロブレムへの対応として、小学校生活への適応を促す指導が普及し

たが、当初は適応指導に偏り、学びの連続性を軽視しているとの批判もあった。その後、適応だけでなく安心・

成長・自立をねらいとする段階を経て、現在は幼児期の経験を各教科の学びに生かす「学びの接続」を重視する

ステージへと深化している。2023年には「幼保小の架け橋プログラム」が提唱され、5歳児から小学1年生まで

の2年間を架け橋期と位置づけ、幼保小の教員が協働してカリキュラムを編成・実施することが求められるよう

になった。学びの接続も含む円滑な幼小接続に向けて、齊藤や吉永は双方の実態に基づくカリキュラムの必要性

を説いている。そして、数々の知見及び答申などに見られるように、幼小における特定の内容や対象の関係性と

いった学習内容についての知見が積み重なっている。一方で、岸野が指摘するように、学習方法も含む学習プロ

セスに着目した実践や研究は乏しく、不透明な現状がある。また依然として幼児教育の活動としての遊びと、小

学校教育の教科等の授業の間には隔たりがあり、両者を同じ土俵で検討できる理論的枠組みの構築が求められて

いる。 

 

本研究では、これらの課題を解決するために、幼児教育の中心である遊びと小学校教育の中心である授業の構

造を明らかにすることを目的としている。まず「遊びとは何か」という存在論的な問いに対し、既存の網羅的条

件主義や主観中心主義の限界を指摘した上で、関係論としての存在様態・状況主義のアプローチを採用する。こ

れは、遊びを主体と客体が分かちがたく結ばれた遊戯関係と捉えるガダマーや西村清和の知見に基づいている。

ここにピアジェの同化・調節による知能活動の枠組みと、ヴィゴツキーの媒介論を統合し、遊びとは「空間的・

時間的な余白の中で起こる、遊び手と対象との相互往還的なやりとりが成立している存在状況、あるいは関係性

である」と規定した（図２-３）。

 

図2-3 本論文における遊びの概念規定のイメージ 

 

遊びは既有の枠組みを対象に当てはめる同化が優位な状態であり、対して自身の枠組みを組み換える調節は模



倣の側面を強く持つが、これらは表裏一体として状況に応じて流動的に揺れ動くものである。また、遊びと学び

との関係性については、学びと熟達を同義と捉え、遊びが学びに包摂された関係であると措定した。そして、

Dreyfusらの熟達化モデルをもとに、各段階の同化の調節の関係を整理した（表１）。 

 

■表１ 熟達化のプロセスモデルにおける遊び（同化）と模倣（調節）の関係性 

段階 段階ごとの遊び（同化）と模倣（調節）の関係性 

初心者 

（Novice） 

状況に依存しない客観的なルールを学び、それを正しくこなそうとする段階。この段階で

は、学習者は新たな対象に合わせて自己の枠組みを組み換える必要があるため、「調節（模

倣）」が圧倒的に優位となる。ここでは、まだ同化が優位になることは少ないと考えられ

る。 

初級者 

（Advanced Beginner） 

習熟者 

（Competent） 

経験を積み、状況的な要素を考慮し始める段階。ここでは、依然としてルールの忠実な遂

行にこだわりながらも（調節）、徐々に自らの意図に基づいた判断（同化）が出来始める。

失敗と成功を繰り返しながら、調節と同化の優位性が絶えず立ち代わる、葛藤に満ちた段

階。 

熟練者 

（Proficiency） 

専門家 

（ Expertise） 

対象や状況をルールに照らし合わせ分析的に捉えるのではなく、直感的に全体像を把握

し、流れるように適切な行動を遂行できる段階（高次元な同化）。ルールを参照しなくと

も、そのルールを状況に合わせて活用できるため、調節に比べ、同化が優位な状態である

と考えられる。 

 

この理論的枠組みに基づき、〈調査１〉では年長児の遊びが継続・発展していくプロセスを可視化するため、複

線径路・等至性モデルTEMを用いた質的分析を行った。3つの幼稚園での参与観察から得られた109件の事例の

うち、遊びが顕著に発展していった事例の中でも、様々な展開が見られた５つのデータに着目し、それぞれの詳

細なTEMの手順に則り、描いた後、共通箇所を統合して、１つの TEMの形にまとめた。なお、この５つのデータ

に関しては、公立A幼稚園から２例、私立 B幼稚園から２例、国立 C幼稚園から１例取り上げることで、ある園

の特殊性に偏ることのないように配慮した。さらに、統合して 1つにまとめたTEMを基盤とし、他の事例のデー

タを紹介し、新規の概念が出現しなくなった 12 例目でもって TEM 的飽和とした。筋トレ場づくりや虫探しなど

の代表的な5事例を精査した結果、遊びが発展するプロセスには共通する5つの段階が存在することが明らかに

なった（表２）。 

 

■表２  遊びが継続・発展していくプロセスの5つの段階 

段 階 特 徴，あるいは図や本文での記号 

I. 「探索的行動（ブラブラ）期」 
教室や園庭などの環境の中から魅力的なものはないかと、何となくブラブラと

見て回り、物や場に参入する時期（OPP1，OPP2） 

II. 「世界性の醸成期」 
遊び手が遊びの場へと参入した後、その遊びの世界性の中で、様々な対象との

関係を結び始める（同化的展開）時期（BFP1） 

III. 「世界性の深化期①」 

対象と違う関係を取り結びながら発展していく際に、対象への目標が生成され、

その目標を叶えるための行動が展開される時期。この行動の展開は「同化的展

開」と「調節的展開」に大別できる。（OPP3，OPP4） 

IV. 「世界性の中での探索的行動

（ブラブラ）期」 

目標が達成され、一定の期間遊んだ後に、その活動を取りやめ、OPP1 のよう

に遊び空間をブラブラと回遊し始め時期。OPP1の探索的行動と異なり、OPP1

から OPP4 までに構築された遊びの世界性の中で探索的行動を行っている。

（OPP5） 

V. 「世界性の深化期②」 
新たに対象への目標が生成され、その目標を叶えるための行動が展開される時

期。以降は、ⅣとⅤの展開が繰り返される。（BFP2，OPP6，EFP） 



まず「探索的行動（ブラブラ）期」において、園児は魅力的な場を求めて環境を回遊し、遊びの場へと参入する 。

次に「世界性の醸成期」では、対象と関わりながら遊びの世界の輪郭を形作っていく。この段階は自身の枠組みを当

てはめる「同化的展開」が中心であり、自分の思い通りになるという達成感による機能的快楽を伴う。しかし、単な

る反復は飽きを生むため、ここで重要になるのが「目標の生成」である。遊びが継続・発展するか消失するかの分岐

点は、この目標が生成されるか否かにかかっている。目標が生成されると「世界性の深化期」へと移行し、目標を叶

えるための行動が展開される（図２）。 

 

 

図２ 年長児の活動が継続・発展していくプロセスのTEM（統合TEM） 

 

この際、従来の枠組みで対応可能な「同化的展開」だけでなく、新たな情報を入手して自己の枠組みを更新す

る「調節的展開」が組み合わさる。調節的展開においては、保育者や友達といった他者、あるいは図鑑、絵本、

ICT機器などの心理的道具が重要な媒介物として機能する。事例では、クモを飼うために「家が必要である」と

いう情報を保育者から得たり、作りたいキャラクターを ICT機器で調べたりすることで、園児は自身の枠組みを

組み換え、対象と新たな関係を結び直す姿が観察された。目標達成後、園児は再び構築された世界性の中で「探

索的行動」を行い、次なる目標を創出することで遊びを深化させていく。この循環は、自身の枠組みを状況に当

てはめる「活用」と、枠組みを組み換える「習得」が一体となった幼児期の熟達化プロセスであるといえる（表

３）。 

 

■表３ 遊び（同化）と模倣（調節）、探索の関係性を組み込んだ幼児期の熟達化のプロセスモデル  

段階 段階ごとの遊び（同化）と模倣（調節）の関係性 

探索者 

（Explorer） 

ある世界との接触を求めて、身体的に回遊している（探索的行動）段階。環境（人・もの・

こと）からの「呼びかけ」を探索したり、物や場に参入したりする。 

発見者 

（Discoverer） 

ある世界へと参入し関わり始めること(同化)で、対象世界への思いや願いが醸成されたり

疑問が生まれたりと目標が生成し、対象世界への目標が生成される段階。そういった世界

性の中で、対象と様々な関係を取り結ぶ(同化)ことで、目標が生成されていく。 

初心者 

（Novice） 

状況に依存しない客観的なルールを学び、それを正しくこなそうとする段階。この段階で

は、学習者は新たな対象に合わせて自己の枠組みを組み換える必要があるため、「調節（模



倣）」が圧倒的に優位となる。ここでは、まだ同化が優位になることは少ないと考えられ

る。 

初級者 

（Advanced Beginner） 

習熟者 

（Competent） 

経験を積み、状況的な要素を考慮し始める段階。ここでは、依然としてルールの忠実な遂

行にこだわりながらも（調節）、徐々に自らの意図に基づいた判断（同化）が出来始める。

失敗と成功を繰り返しながら、調節と同化の優位性が絶えず立ち代わる、葛藤に満ちた段

階。 

熟練者 

（Proficiency） 

専門家 

（ Expertise） 

対象や状況をルールに照らし合わせ分析的に捉えるのではなく、直感的に全体像を把握

し、流れるように適切な行動を遂行できる段階（高次元な同化）。ルールを参照しなくと

も、そのルールを状況に合わせて活用できるため、調節に比べ、同化が優位な状態である

と考えられる。 

 

 他にも新たな発見として遊びが単なる反復で終わるか、質的に発展するかを分ける分岐点が、「目標の生成」に

あるという点が挙げられる。ここでの目標とは、単なる作業の完了ではなく、対象との関係をより豊かにするた

めに自ら創出した「意味的目標」を指す。たとえば、ただ部屋の屋根にぶら下がって遊ぶ状態から「筋トレ場を

作る」という目標が生まれることで、活動に新規性や適度な困難さが加わり、遊びが「学び」へと深化していく。

この目標生成には、保育者の適切な問いかけや、意図的に構成された環境刺激が不可欠な役割を果たしていた 。

また、遊びを支える「媒介（道具）」と「世界性の構築」についても考察をすすめた。遊びの世界を具体化する際、

自身の既存の枠組みを当てはめる「同化的展開」では、廃材などの汎用的な物的媒介が用いられる。一方で、未

知の課題に直面し、自身の枠組みを組み換える「調節的展開（模倣）」が必要になると、図鑑や ICT 機器、ある

いは他者の助言といった、より高度な心理的・社会的媒介が介在し始める。このように、媒介が質的に高度化し

ていく過程は、子供がより妥当な情報を求め、知的に成長しようとする「熟達」の表れであると結論づけた 。 

 

続く第 4 章の〈研究 2〉では、この幼児期の遊びの構造を小学校の授業に援用し、円滑な接続を支える授業モ

デルの構築を試みている。現状、小学校の授業は「習得・活用・探究」というプロセスで示されているが、教科

ごとに学習プロセスが異なり、特に知識の習得を優先する論理が幼児期の遊びの構造との大きな段差を生んでい

る 。本研究では、遊びの構造と「習得・活用・探究」の関連性を整理し、「探索（教材との出会い）➣ 同化（活

用）➣ 目標生成 ➣ 調節 ➣ 高次元な同化」という循環的な授業構造モデルを提案した。このモデルを検証する

ため、小学校1年生の国語科「はなのみち」において、筆者自身による授業実践とオープンコーディングによる

質的分析を行った。 

実践の結果、授業においても遊びと同様の「目標の生成」を起点とした学びの展開が確認された。当初、児童

らは幼児期の劇遊びの経験（既有知識・経験）を想起し、「物語世界に入り込むこと」をゴール(大目標)として同

化的に活動を開始した。しかし、「もっとなりきりたい」という自発的な意味的目標が生成されることで、児童ら

は「台詞（会話文）を特定する」や「動きや表情を工夫する」といった調節的課題に直面する。ここで、鍵括弧

という記号やテクストの細部といった高度な媒介が、自身の目標を達成するために不可欠な道具として機能し始

めた。児童は教師から一方的に教えられるのではなく、自らの劇遊びを豊かにするために能動的に教科書を精読

し、自身の表現を修正・洗練させていったのである。これは、調節によって獲得された技能が再び「高次元な同

化」へと統合された姿であり、単元の終末には叙述に基づきながら自由自在に物語世界を遊動する熟達の姿が見

られた(図３)。 



 

図３ 本単元における同化的展開と調節的展開の分布を含む学習プロセス統合図 

 

この授業モデルの有効性を3つの観点から総合的に考察した。第一に、児童の既有知識・経験の有効活用であ

る。従来の「０からのスタート」という学習者観を脱却し、単元冒頭に「活用（同化的展開）」を位置づけること

で、幼児期の学びの芽が教科学習を誘発することが実証された 。第二に、国語科の目標達成と学びの深化である。

劇遊びという児童の文脈に沿った活動は、テクストの精査・解釈という調節的負荷を解決すべき魅力的な課題へ

と転換させ、結果として従来の単元指導案よりも多面的かつ深層的な資質・能力の育成をもたらした 。第三に、

媒介の質的高度化による知的な熟達である。身体的・感覚的な媒介から、言語や記号といった論理的媒介へと、

児童が自ら情報の質を高めていくプロセスこそが、幼小接続期における学びの連続性を担保する本質であること

が明らかになった。 

 

本論文の結論として、幼児教育の「遊びの構造」を小学校の「授業構造」に統合することは、学びの質を低め

るどころか、むしろ教科学習への主体的な参入を促し、知的な熟達を加速させるものであると結論づけられる 。

今後の展望としては、この授業構造モデルを国語科以外の他教科や、異なる領域・文種においても検証し、その

汎用性を明らかにすることが求められる。このような探索・同化・調節の循環プロセスを授業設計の基礎に据え

ることで、幼児期に培われた豊かな経験(既有知識・経験)が教科学習へと円滑に修正・洗練・統合され、生涯にわ

たる質の高い学習プロセスの構築に寄与することが期待される 。 
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